
集
会
で
は
、
江
東
税
制
民
主

化
協
議
会
の
森
外
米
蔵
事
務
局

長
が
基
調
報
告
を
し
ま
し
た
。

消
費
税
８
％
に
増
税
さ
れ
、

業
者
の
営
業
と
生
活
が
さ
ら
に

深
刻
に
な
っ
て
い
る
と
告
発
。

安
倍
政
権
は
昨
年
、
消
費
税

を
８
％
に
引
き
上
げ
た
こ
と
で

消
費
が
激
減
し
、
国
内
総
生
産

が
落
ち
込
ん
だ
こ
と
に
何
ら
反

省
も
な
く
、
２
０
１
７
年
４
月

に
引
き
上
げ
る
と
宣
言
し
た
。

一
方
で
内
部
留
保
を
た
め
込

ん
で
い
る
大
企
業
に
は
２
年
で

１
・
６
兆
円
も
の
法
人
税
減
税

を
大
盤
振
る
舞
い
。

社
会
保
障
で
は
、
医
療
・
介

護
が
負
担
増
、
年
金
・
生
活
保

護
な
ど
引
き
下
げ
を
ね
ら
い
、

経
営
を
脅
か
し
て
い
る
と
批
判
。

こ
の
安
倍
政
権
の
暴
走
政
治

に
厳
し
く
立
ち
向
か
う
た
た
か

い
を
起
こ
そ
う
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

集
会
の
最
後
に
、
消
費
税
増

税
中
止
、
社
会
保
障
改
悪
ゆ
る

す
な
、
横
暴
な
調
査
や
徴
収
を

ゆ
る
す
な
、
平
和
憲
法
を
守
れ
、

い
っ
せ
い
地
方
選
挙
を
勝
利
し

と
う
な
ど
集
会
決
議
を
採
択
し

ま
し
た
。

桜
の
蕾
が
ふ
く
ら
ん
で
間

も
な
く
満
開
で
す
。
３
月

10
日
は
東
京
大
空
襲
70
周

年
、
区
内
の
慰
霊
碑
に
は

香
華
が
供
え
ら
れ
て
い
ま

す
▼
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
、
戦

死
し
た
兵
士
の
数
よ
り
民
間
人
の

犠
牲
２
５
９
万
人
も
上
回
っ
た
戦

慄
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
苛

酷
な
戦
争
体
験
の
記
憶
も
歴
史
に

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
▼
江
東
区

で
は
、
１
９
７
１
年
３
月
の
都
教

組
江
東
支
部
編
「
炎
の
街
」
（
小

松
崎
区
長
も
体
験
記
を
寄
稿
）
刊

行
記
念
集
会
以
来
、
毎
年
「
東
京

大
空
襲
を
語
り
継
ぐ
つ
ど
い
」
が

開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
太
平
洋

戦
争
で
の
日
本
の
民
間
人
死
者
は
、

47
都
道
府
県
４
０
０
市
区
町
村
で

約
56
万
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
▼

９
日
夜
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
は
「
私
の
街
も

戦
場
だ
っ
た
」
を
放
映
、
Ｂ
51
の

ガ
ン
カ
メ
ラ
の
映
像
や
中
央
線
高

尾
駅
の
湯
の
花
ト
ン
ネ
ル
の
悲
劇

を
証
言
に
も
と
づ
い
て
再
現
し
ま

し
た
。
戦
争
に
は
勝
者
も
敗
者
も

な
く
、
犠
牲
は
あ
ま
り
に
も
大
き

い
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
▼
「
わ
が

国
は
、
自
存
自
衛
の
た
め
に
や
む

な
く
米
英
と
の
戦
争
に
突
入
」
と

「
大
東
亜
戦
争
」
を
正
当
化
す
る

教
科
書
の
採
決
を
主
張
す
る
勢
力

が
区
議
会
に
蟠
踞
（
ば
ん
き
ょ
）

し
、
山
崎
区
長
も
安
倍
政
権
の

「
教
育
再
生
」
と
連
携
す
る
首
長

会
議
に
さ
き
が
け
て
加
盟
す
る
な

ど
、
今
夏
の
中
学
校
社
会
科
教
科

書
採
択
は
、
区
の
教
育
を
め
ぐ
る

対
決
点
と
な
り
ま
す
。
区
役
所
前

の
母
子
像
の
建
立
に
あ
た
り
故
宮

下
絹
子
さ
ん
は
詠
み
ま
し
た
。

“
い
つ
か
来
た
道
絶
た
ん
た
め
に

抗
い
て

慰
霊
碑
建
つ
る
た
め
に
ペ
ン
持
つ
”

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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46
回

を
迎

え
た

「

重
税

反

対
全

国

統
一

行

動
」

に

連
帯

し

「
３

・

13
重

税

反
対

江

東
区

民
集

会

」
が

開

か
れ

ま

し
た

。

こ
の

集

会
に

は

、
江

東

区
労

連

傘
下

の

労
働

組
合

、

民
商

、

土
建

江

東
支

部

、
新

日

本
婦

人

の
会

、

生
健

会

な
ど

２

８
０

名
が

参

加
し

ま

し
た

。

集
会

後

、
江

東

東
、

西

税
務

署

ま
で

デ

モ
行

進

を
行

い
両

税

務
署

に

統
一

申

告
を

行
い

ま

し
た

。

つ
ど
い
で
は
、
俳
優
座
代
表
の

岩
崎
加
根
子
さ
ん
が
詩
の
朗
読
、

戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
に
訪
れ
た
第

五
大
島
小
学
校
の
生
徒
３
名
が
感

想
を
朗
読
、
日
大
豊
山
女
子
高
校
・

放
送
部
の
み
な
さ
ん
が
Ｔ
Ｖ
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
「
ま
ち
の
灯
」
旧
中
川
ふ

れ
あ
い
橋
で
毎
年
続
け
ら
れ
て
い

る
灯
籠
流
し
の
取
材
を
通
し
て
東

京
大
空
襲
の
惨
劇
を
伝
え
た
い
と

発
表
し
ま
し
た
。

元
教
員
の
田
近
治
代
さ
ん
は
、

「
教
え
子
全
員
を
失
っ
た
３
月
10

日
」
と
自
ら
の
体
験
を
話
さ
れ
ま

し
た
。
田
近
治
代
さ
ん
は
、
も
ん

ぺ
姿
で
登
壇
。
88
歳
を
迎
え
最
後

の
講
演
で
す
と
前
置
き
し
「
第
一

大
島
国
民
学
校
で
教
員
に
な
り
初

め
て
担
任
に
な
っ
た
が
、
こ
の
空

襲
で
28
名
の
子
ど
も
た
ち
を
失
い

ま
し
た
。
市
川
の
実
家
で
、
空
襲

警
報
で
避
難
し
た
防
空
壕
か
ら
見

た
光
景
は
、
照
明
弾
で
銀
色
に
輝

く
Ｂ
29
の
獣
の
唸
り
声
に
も
似
た

爆
音
。
西
の
空
は
、
真
っ
赤
。
翌

日
、
千
葉
街
道
を
歩
き
亀
戸
へ
。

焼
け
焦
げ
た
髪
の
毛
、
黒
く
す

す
け
た
顔
の
人
々
。
何
か
に
つ
ま

づ
き
丸
太
だ
と
思
う
と
遺
体
で
す
。

亀
戸
に
着
く
と
賑
や
か
な
街
並
み

は
な
く
一
面
焼
け
野
原
で
し
た
。

学
校
は
土
台
だ
け
で
、
焼
土
の

中
を
子
ど
も
た
ち
を
探
し
ま
す
が

再
会
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

早
乙
女
勝
元
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー

館
長
は
、
東
京
大
空
襲
70
年
を
迎

え
戦
争
体
験
者
や
語
り
部
の
み
な

さ
ん
が
少
な
く
な
り
、
資
料
セ
ン

タ
ー
の
役
割
が
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
「
戦
争
を
す
る
国
」
に

む
け
た
動
き
の
中
で
、
憲
法
を
ま

も
る
運
動
や
、
体
験
を
継
承
し
て

い
く
取
組
み
が
大
切
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
江
東
区
議
団
は
、

２
０
１
４
年
度
第
一
回
定
例
会
に

提
案
さ
れ
た
区
長
提
案
の
来
年
度

予
算
案
に
対
し
、
修
正
案
を
提
案

し
ま
し
た
。

修
正
の
基
本
は
、
①
医
療
、
介

護
、
教
育
に
か
か
る
負
担
の
軽
減

を
図
る
こ
と
、
②
賃
金
の
安
い
非

正
規
雇
用
を
増
大
さ
せ
る
民
間
委

託
を
中
止
し
、
正
規
職
員
を
配
置

す
る
こ
と
、
③
不
要
不
急
の
事
業

は
削
減
し
、
史
上
最
高
水
準
に
あ

る
積
立
基
金
を
活
用
し
、
生
活
支

援
の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
、
④

戦
後
７
０
年
、
本
区
の
平
和
事
業

を
拡
充
す
る
こ
と
で
す
。

来
年
度
、
国
民
健
康
保
険
料
は

一
人
平
均
月
３
４
４
２
円
の
引
き

上
げ
、
介
護
保
険
料
は
基
準
額

（
住
民
税
本
人
非
課
税
者
）
で
月

４
８
０
０
円
の
引
き
上
げ
を
自
・

公
・
民
な
ど
オ
ー
ル
与
党
で
決
め

て
し
ま
い
ま
し
た
。
共
産
党
江
東

区
議
団
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
「
年
金
が
下
が
る
の
に
保
険

料
が
上
が
っ
て
、
生
活
が
苦
し
い
」

と
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る

中
、
共
産
党
区
議
団
は
値
上
げ
そ

の
も
の
に
反
対
す
る
と
と
も
に
、

保
険
料
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

国
保
料
１
億
３
０
０
万
円
、
介
護

保
険
料
５
４
０
０
万
円
の
予
算
修

正
を
提
案
し
ま
し
た
。

ま
た
、
子
育
て
の
負
担
軽
減
で

は
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充

で
１
億
８
千
万
円
の
ほ
か
、
小･

中
学
校
入
学
時
の
準
備
金
支
給
、

私
立
高
校
入
学
融
資
事
業
の
継
続

な
ど
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

修
正
案
で
は
そ
の
他
、
保
育
園

給
食
、
学
校
用
務
、
土
木
作
業
員

な
ど
区
民
生
活
を
支
え
る
職
員
の

民
間
委
託
の
中
止
、
区
長
、
議
長

交
際
費
の
削
減
、
区
長
退
職
金
４

年
間
で
２
６
０
０
万
円
を
半
減
、

平
和
都
市
宣
言
普
及
事
業
の
拡
充

な
ど
を
求
め
、
総
額
で
11
億
６
千

８
０
０
万
円
余
（
０
・
６
％
）
を

提
案
、
他
会
派
の
賛
成
が
得
ら
れ

ず
成
立
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
も
修
正
案
で
提
案
し
た
多

く
の
項
目
で
事
業
が
実
現
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
区
民
の
み
な
さ
ん
の

要
求
を
か
か
げ
、
そ
の
実
現
に
引

き
続
き
力
を
尽
く
し
ま
す
。

予
算
修
正
案
を
提
案

日
本
共
産
党
江
東
区
議
団

耐
え
難
い

保
険
料
負
担
の
軽
減
を

ム
ダ
な
経
費
削
減
、
際
限
の

な
い
民
間
委
託
は
中
止
を

８
日
「
東
京
大
空
襲
を
語
り
継
ぐ
つ
ど
い
」
が
江
東
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

、

空
襲
体
験
者
を
は
じ

め
５
４
０
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た

。

空襲体験を語る田近治代さん

東
京
大
空
襲

70
年

「
東
京
大
空
襲
を
語
り
継
ぐ
つ
ど
い
」

〜
東
京
大
空
襲
・
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
開
館

13
周
年
〜



朝
は
６
駅
頭
で
４
団
体
23
人
が

参
加
し
て
春
闘
共
闘
チ
ラ
シ
・
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
１
３
９
０
部
配
布
。

夕
方
か
ら
は
「
２
・
24
江
東
区

民
集
会
」
を
猿
江
公
園
で
開
催
し
、

17
団
体
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。江

東
社
保
協
・
青
柳
副
会
長
は

「
介
護
報
酬
を
２
・
２
７
％
引
き

下
げ
ら
れ
た
ら
施
設
の
運
営
が
で

き
な
く
な
る
。
怒
り
で
一
杯
だ
。

安
倍
政
権
の
暴
走
政
治
を
や
め
さ

せ
る
た
め
声
を
上
げ
よ
う
」
と
開

会
あ
い
さ
つ
。

来
賓
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
き
く

ち
幸
江
区
議
は
「
山
﨑
区
政
が
９

１
３
億
円
も
の
基
金
を
た
め
込
む

一
方
で
、
保
険
料
は
値
上
げ
、
施

設
使
用
料
も
値
上
げ
、
保
育
料
も

23
区
で
一
番
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

区
民
の
た
め
の
行
政
に
転
換
し
て

い
く
た
め
に
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

各
団
体
の
決
意
表
明
の
な
か
で

新
婦
人
江
東
支
部
は
、
沖
縄
・
辺

野
古
新
基
地
建
設
を
許
さ
な
い
た

め
に
、
計
画
の
撤
回
を
求
め
る
は

が
き
を
安
倍
首
相
宛
に
出
し
て
い

る
こ
と
な
ど
取
り
組
み
を
報
告
。

東
京
土
建
江
東
支
部
は
「
公
契

約
条
例
の
制
定
を
江
東
区
で
も
実

施
さ
せ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

ア
サ
ガ
ミ
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
労

組
は
「
春
闘
で
の
賃
上
げ
を
勝
ち

取
り
、
労
働
法
制
改
悪
を
許
さ
な

い
取
り
組
み
を
広
げ
よ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

公
共
一
般
江
東
支
部
は
「
自
治

体
の
非
正
規
労
働
者
の
賃
上
げ
と

雇
用
確
保
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
の
最
後
に
、
「
4
月
の
い
っ

せ
い
地
方
選
で
増
税
阻
止
、
格
差

拡
大
ス
ト
ッ
プ
、
憲
法
９
条
を
守

る
た
め
に
、
安
倍
暴
走
政
治
を
ス

ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
の
集

会
決
議
を
採
択
し
、
参
加
者
は
東

陽
町
ま
で
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
20
年
間
で
総
額
６

３
１
１
億
円
が
、
日
本
共
産
党
を

除
い
た
各
政
党
に
配
ら
れ
て
い
ま

す
。政

党
助
成
金
制
度
は
、
リ
ク
ル
ー

ト
事
件
、
佐
川
急
便
事
件
な
ど

「
政
治
と
カ
ネ
」
で
政
治
を
腐
敗

さ
せ
る
大
事
件
が
次
々
と
浮
上
し
、

そ
の
背
景
に
あ
る
企
業
団
体
献
金

を
廃
止
す
る
と
い
う
「
建
て
前
」

で
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
で
は
企
業
団
体
献
金
と
政
党
助

成
金
の
二
重
取
り
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
政
党
助
成
金
を
受
け

取
っ
た
後
、
消
滅
・
組
織
替
え
し

た
政
党
は
33
党
も
あ
り
ま
す
。

白
石
都
議
は
、
日
本
共
産
党
が

坂
口
け
い
じ
事
務
局
長
は
「
団

体
、
個
人
へ
の
呼
び
か
け
を
強
め
、

革
新
勢
力
の
結
集
で
、
憲
法
を
守

り
生
か
す
運
動
を
江
東
区
で
大
き

く
広
げ
て
い
こ
う
！
」
と
活
動
方

針
な
ど
を
報
告
。

討
論
で
は
、
き
く
ち
幸
江
区
議

か
ら
、
中
学
校
教
科
書
で
、
歴
史

を
わ
い
曲
し
憲
法
を
敵
視
す
る
育

鵬
社
・
自
由
社
の
教
科
書
の
採
択

が
狙
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
「
侵
略
戦
争
を
美
化
す
る
教
科

書
の
採
択
を
許
さ
な
い
運
動
を
広

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

総
会
後
半
は
「
江
東
区
政
」

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
臨
海
開
発
」

に
つ
い
て
問
題
提
起
が
あ
り
、
区

民
サ
ー
ビ
ス
と
職
員
を
削
減
す
る

江
東
区
政
で
は
、
南
部
地
域
の
公

共
施
設
の
不
足
や
、
福
祉
事
務
所

で
の
受
付
業
務
の
民
間
委
託
問
題

な
ど
を
、
内
田
敬
三
区
職
労
執
行

委
員
長
が
指
摘
し
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
問
題
で
は
、
関

連
施
設
や
道
路
整
備
に
今
後
、
さ

ら
な
る
税
金
が
つ
ぎ
こ
ま
れ
、
自

然
豊
か
な
公
園
が
潰
さ
れ
、
利
用

者
無
視
の
競
技
場
建
設
計
画
に
な
っ

て
い
る
危
険
性
を
臨
海
都
民
連
の

矢
野
政
明
さ
ん
が
告
発
し
ま
し
た
。

こ う と う 民 報 ２０１５年 ３月号 №１２５ －２－

概説

江東区に官立の高等教育の学校としてあっ

たのは、商船学校と水産講習所です。

政府は洋式船の製造、購入をすすめるが、

船の操縦は主に外国人に頼っていたので、
船員教育の必要から三菱会社に命じ、1875
(明治８)年に三菱商船学校をつくらせまし

た。学校は永代橋近くにつながれた帆船成

妙丸を使用。永代橋の中央区寄りに「船員

教育発祥の地」の碑がたっています。翌年

９月に英人ラムゼーらを教授に迎えて開校

しました。(現大学正門左に記念碑）

1882(明治15)年、官立の東京商船学校と

なり、校章も三菱に錨の図柄から羅針盤マー
クになります。1894(明治27)年には３階建

煉瓦造りで気象観測台もある校舎が完成、

そして、２年後に明治丸が練習船になりま

した。
日清戦争後、海運の重要性が高まり、19
02(明治35)年、霊岸島から現在の越中島に

校舎を新築して移転しました。当時の観測

台が正門を入った左側の木立に囲まれてい

ます。

1904年の日露戦争では、民間の汽船は軍

用に徴発され、商船学校卒業生は海軍予備

少尉候補生となり、学生も海軍の兵籍に編

入されました。

1900年初め台風や大震災での被害からも
復旧し、1925(大正14)年に逓信省から文部

省の管轄にうつされ、東京高等商船学校に

なりました。終戦後は一時米軍に接収され

ますが、1949(昭和24)年、国立商船大学

(現海洋大学）となりました。

水産講習所は、1889(明治22)年の大日本
水産会の水産伝習所がその前身で、1997年
官立となりました。1900(明治33)年、越中
島の商船学校の東隣に新校舎ができました。
実験場や試験池の一部は冬木の養魚池にお
かれました。講習所は本科、遠洋漁業科、
研究科などにわかれ、水産発展に貢献しま
した。卒業生には蜷川虎三元京都府知事が
います。
講習所は、1949(昭和24)年に港区港南に
うつり、国立東京水産大学（現海洋大学品
川キャンバス)になりました。

商

船

学

校

（43）

「商船学校と
水産講習所」

２
月
24
日
、
区
民
要
求
実
現
江
東
大
運
動
実
行
委
員
会
は
「
２
・

24
怒
り
の
江
東
地
域
総
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

〇
こ
う
と
う
民
報
の
４
月
・
５

月
は
合
併
号
と
な
り
ま
す
。

２
月

28
日
、
江
東
・
青
年
日
本
共
産
党
後
援
会
と
民
青
同
盟

江
東
地
域
協
議
会
の
共
催
に
よ
る
青
年
学
習
講
座
が
「
政
党
助

成
金
を
な
く
せ
！
」
を
テ
ー
マ
に
産
業
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

青
年
学
習
講
座

話をする白石たみお都議

江
東
革
新
懇
定
期
総
会

３
月
６
日
、
江
東
革
新
懇
は
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
に
て
定
期

総
会
を
開
き
ま
し
た
。

講
師
の
白
石
た
み
お
都
議
（
品

川
区
選
出
）
は
キ
レ
の
い
い
話
で

「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
を
解
説
。

元
青
年
も
含
め
30
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

「
政
党
助
成
金
」
は
支
持
し
な

い
政
党
に
も
自
分
の
税
金
を
献
金

し
て
し
ま
う
制
度
で
す
。

今
国
会
に
政
党
助
成
金
廃
止
法
案

を
提
出
し
た
こ
と
を
紹
介
。

都
議
団
で
は
、
報
酬
の
二
重
取

り
と
な
る
「
費
用
弁
償
」
廃
止
に

む
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
江
東
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
が
チ
ェ
ッ
ク
し
た
政
務
活
動

費
の
使
い
方
（
区
議
会
議
員
の
タ

ク
シ
ー
代
な
ど
）
の
問
題
な
ど
も

出
さ
れ
ま
し
た
。

報

告
す

る

坂

口

け

い

じ
事

務

局

長

江
東
区
長
・

区
議
会
議
員
選
挙

〇
４
月

19
日
告
示

〇
４
月

26
日
投
票
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